
   

 
 

 

１ 
実戦例題 動点の問題  どのくらいできるか，挑戦してみよう。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右の図１のように、長方形ＡＢＣＤと長方形 

ＤＥＦＧを組み合わせたＬ字型の図形ＡＢＣＥＦＧ 

があり，ＡＢ＝１ｃｍ，ＡＤ＝４ｃｍ，ＤＥ＝３ｃｍ， 

ＤＧ＝４ｃｍである。また，ＰＱ＝１０ｃｍ， 

ＱＲ＝６ｃｍの長方形ＰＱＲＳがある。これら２つ 

の図形の辺ＡＧ，ＰＱは直線 A  上にあり点Ａと点Ｐは重なっている。この状態から，長方形 

ＰＱＲＳを固定し，Ｌ字型の図形を直線 A に沿って矢印の方向に秒速１ｃｍで移動させ，点Ａが 

点Ｑと重なったときに停止させる。 

 図２はＬ字型の図形が，途中まで移動したよう

すを表したものである。移動を始めてから x秒後
に２つの図形が重なる部分の面積を yｃｍ２とす

る。 

 このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。（茨城） 

(1) ２つの図形が重なる部分の面積がＬ字型の図形ＡＢＣＥＦＧの面積の
２
１
となるのは，移動 

を始めてから何秒後か求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

(2) 移動を始めてから停止するまでの x と y の関係を表す
グラフを，図３にかきなさい。ただし，図３のＯは原点と

する。 
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解き方 ⇒重なる部分がＬ字型の図形の面積の半分になるのは，点ＰがＤＧ上にあるとき。 

(1) Ｌ字型の図形＝長方形ＡＢＣＤ＋長方形ＤＥＦＧ 

＝ＡＢ×ＡＤ＋ＤＥ×ＤＧ＝１×４＋３×４＝   (ｃｍ２)  

したがって，２つの図形が重なる部分の面積がＬ字型の図形の面積の
２

１
のとき， 

重なる部分の面積は，Ｌ字型の図形の面積の半分の   ｃｍ２。 

このとき，長方形ＡＢＣＤ＝４ｃｍ２より，点ＰはＤＧ上にあり，ＰＳとＥＦとの交点をＴと 

すると， 四角形ＤＥＴＰ＝８－４＝   (ｃｍ２) 

ＤＰ＝t ｃｍとすると， ＤＥ×t＝４  

         ３t＝４  t＝ 　　　　　 

したがって，移動を始めてから 

     ４＋
４
３
＝ 　　　　　（秒後） 

(2) ＡＰ＝xｃｍ，ＰＱ＝１０ｃｍであるから，０≦x≦１０。 

０≦x≦   のとき，点ＰはＡＤ上にあり， 

     y＝ＡＢ×ＡＰ＝     ……① 

４≦x≦   のとき，点ＰはＤＧ上にあり， 

     y＝四角形ＡＢＣＤ＋ＤＥ×ＤＰ 

＝４＋３(    )   ⇒ＤＰ＝ＡＰ－ＡＤ 

＝３x－８  ……② 

８≦x≦   のとき， 
   Ｌ字型の図形は長方形ＰＱＲＳの内部にあるから， 

     y＝     ……③ 

①，②，③より，求めるグラフは右の図のようになる。 

 

 
 
 
 
 
 

Check Point                                                                      

 xと yが何の値を示しているかを，きちんと理解する。 

 xと yの関係を，一次関数の式で表す。 

⇒xの範囲で場合分けをする必要があるときは，xの変域に気をつける。 

 式で表した一次関数をグラフで表す。 

⇒動点の問題では，グラフが折れ線になる場合が多い。 
                                                                                       

 

答え (1) １６，８，４，
３

４
，

３

１６
  (2) ４，x，８，x－４，１０，１６  
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２  
実戦問題 動点の問題  

 右の図１のように，ＡＢ＝６ｃｍ，ＢＣ＝４ｃｍの長方形ＡＢＣＤの辺

ＡＤ上に点Ｅがあり，ＡＥ＝２ｃｍとなっている。点ＰはＡを出発し

て，この長方形の辺上をＢ，Ｃを通ってＤまで動く。 

   は，点Ｐが辺上を動いたときの，線分ＥＰが通った部分を

表している。 

点ＰがＡから x ｃｍ動いたときの，線分ＥＰが通った部分の面積を

y ｃｍ２とする。 

このとき，次の問いに答えなさい。（岩手） 

(1) 点Ｐが辺ＡＢ上を動くとき，yを xの式で表しなさい。 
 

 

 

 

 

(2)  点Ｐが辺ＢＣ上を動くとき，yを xの式で表しなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  線分ＥＰが通った部分の面積の変化のようすを表す

グラフを，図２にかき入れなさい。 

          ⇒点ＰがＣＤ上にあるときも考える。 

 

 

 

 

 

 

エデュコム - 3 - 数学B



   

３  
実戦問題 動点の問題  

 図１のように，ＡＢ＝１２ｃｍ，ＢＣ＝６ｃｍの長方形

ＡＢＣＤがあり，辺ＡＢの中点をＭとする。 

点ＰはＡを出発し，長方形ＡＢＣＤの辺上を毎秒２ｃｍ

の速さでＡ→Ｄ→Ｃ→Ｂの順に進む。 

点Ｑは点Ｐが出発すると同時にＡを出発し， 

辺ＡＢ上を毎秒２ｃｍの速さでＡからＭへ進み，Ｍに着い 

たら t秒間停止する。その後，点Ｑは毎秒 aｃｍの速さでＭからＢへ進む。 

このとき，点ＰはＣに，点ＱはＢに同時に着く。点Ｑはそこで停止し，点Ｐはその後Ｂまで進

んで停止する。 

次の１～３の問いに答えなさい。（栃木） 

１．点ＰがＡを出発してから１秒後の△ＡＰＱの面積を求めなさい。 

 

 

２．図２のグラフは，点ＱがＭで４秒間停止したとき，

２点Ｐ，ＱがＡを出発してから x秒後の△ＡＰＱの面積

を y ｃｍ２として，x と y の関係を表したものである。
ただし，２点Ｐ，Ｑが一致するとき，y＝０とする。 
このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 点ＱがＭからＢへ進む速さは毎秒何ｃｍか。 

 

 

 

(2) 点Ｐが辺ＣＢ上にあるとき，△ＡＰＱの面積が１２ｃｍ２になるのは，点ＰがＡを出発してから何

秒後か。 

 

 

 

 

 

３．点ＰがＡを出発してから７秒後に△ＡＰＱの面積が２８ｃｍ２となるには，点ＱはＭで何秒間停止

すればよいか。 
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４  
実戦問題 動点の問題  

 右の図で，曲線は関数 y＝x２のグラフである。曲線上の
点Ａ(－２，４)を通り，傾きが－１，１の直線と曲線との

交点をそれぞれＢ，Ｃとする。 

点Ｐ，Ｑは点Ａを同時に出発して，点Ｐは線分ＡＢ上を，

点Ｑは線分ＡＣ上を，それぞれ一定の速さで進み，点Ｐは

点Ｂに，点Ｑは点Ｃに同時に到着した。 

このとき，次の各問いに答えなさい。（埼玉） 

(1) 点Ｐが y軸上にきたとき，点Ｑの座標を求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  点Ｐ，Ｑがそれぞれ点Ｂ，Ｃに同時に到着した後，

点Ｐ，Ｑは線分ＢＣ上をそれぞれの速さを変えずに進み，

線分ＢＣ上の点Ｒで出会った。 

このとき，△ＡＢＲの面積を求めなさい。 

ただし，座標軸の単位の長さを１ｃｍとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

少し難しかったかな？ 
答え合わせをしましょう。 
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１  
補充問題 動点の問題  

 右の図のように，ＡＢ＝１０ｃｍ，ＡＤ＝１３ｃｍの長方形

ＡＢＣＤがあり，点Ｅは辺ＡＢの中点である。 

点Ｐは，Ｂを出発し，一定の速さで辺ＢＣ， 

ＣＤ，ＤＡ上をＡまで動く。ＰがＢを出発してから x秒
後の△ＢＰＥの面積を yｃｍ２とする。（熊本） 

 

(1) ＰがＢからＡまで動いたときのxとyの関係を表
したグラフが，次のア～エの中に１つある。そのグ

ラフを選び，記号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

(2) x＝８のとき y＝３０であり，x＝９のとき y<３０である。x＝９のときの yの値を求めなさい。 
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２  

補充問題 動点の問題  

 図１において，放物線①は原点を頂点とし，点Ａ 

(－２，１)を通るグラフである。また，点Ｂは放物線

①上の，x座標が４となる点であり，直線②は２点Ａ，

Ｂを通るグラフである。 

このとき，次の問いに答えなさい。（愛媛） 

(1) 放物線①，直線②の式を，それぞれ求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 放物線①，直線②で囲まれた図形の周上にあって，x座標，y座標がともに整数である点の

個数を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

(3) 図２のように x 軸上を動く点をＰ
とし，その x座標を tとする。tの変

域が－２≦t≦４のとき，△ＡＢＰの面

積をＳとして，Ｓを tの式で表し，そ
のグラフを右図にかきなさい。 
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